
匂

元
町
通
り
商
店
街
の
二
丁
目
と
三
丁
目
の
間
の
通
り
を

少
し
南
に
下
る
と
、
東
側
に
伝
統
を
誇
る
洋
品
雑
貨
の
店

〃
サ
ノ
ヘ
〃
が
あ
る
。
本
通
り
を
避
け
た
の
は
、
自
家
用

車
が
横
づ
け
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
お
客
さ
ま
へ
の
細
か

い
心
づ
か
い
か
ら
で
あ
る
。
洋
品
雑
貨
の
店
で
は
、
最
古

参
の
店
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
店
内
は
ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ

の
渋
い
格
調
を
保
っ
た
落
ち
着
い
た
ム
ー
ド
。
マ
ネ
ジ
ャ

ー
を
は
じ
め
、
お
店
の
方
た
ち
も
、
一
時
の
流
行
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
本
格
調
の
お
店
を
と
苦
心
さ
れ
て
い
る
。
店

内
に
飾
ら
れ
た
セ
ー
タ
ー
、
ネ
ク
タ
イ
、
ハ
ン
ド
バ
ッ

グ
、
小
物
な
ど
何
百
種
類
も
の
雑
貨
は
、
ほ
と
ん
ど
が
舶

来
品
。
そ
れ
も
欧
州
も
の
が
多
い
。
又
二
階
に
は
、
イ
ン

テ
リ
ア
関
係
の
品
物
が
揃
え
ら
れ
、
厳
選
さ
れ
た
品
物
を

お
客
さ
ま
に
勧
め
る
と
い
う
配
慮
が
う
か
が
わ
れ
る
。
お

客
さ
ま
は
、
昭
和
六
年
開
店
以
来
三
代
目
と
い
う
古
く
か

ら
の
お
客
さ
ま
が
多
く
、
そ
れ
も
若
い
人
よ
り
む
し
ろ
、

中
年
層
の
方
が
多
い
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ゴ
ル
フ
賞
品
な
ど

に
う
っ
て
つ
け
の
品
物
が
揃
っ
て
い
る
。

’
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ス
タ
ン
ド
・
バ
ー
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
生
田
区
東
門
筋
の

な
か
ほ
ど
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
店
心
美
堂
の
角
を
西
へ
入

っ
て
南
へ
曲
る
と
西
側
に
一
店
だ
け
う
す
グ
リ
ー
ン
色
の

カ
バ
ー
で
二
階
へ
案
内
す
る
入
口
が
あ
る
。
店
の
名
は
八

酒
館
〃
司
〃
Ｖ
。
そ
ん
な
に
広
く
な
い
の
に
ゆ
っ
た
り
と

し
た
感
じ
の
店
で
あ
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
色
は
白
。
壁
、

天
井
、
と
ま
り
木
は
茶
色
の
レ
ザ
ー
で
統
一
、
照
明
も
け

ば
け
ば
し
く
な
く
適
当
で
あ
る
。
こ
の
シ
ッ
ク
な
室
内
装

飾
は
す
べ
て
マ
マ
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
い
う
。
マ
マ
は

曾
谷
光
子
さ
ん
、
美
人
で
あ
る
。
鎌
倉
生
ま
れ
と
あ
っ
て

話
し
方
も
気
持
よ
く
、
ハ
ス
キ
ー
な
の
が
ま
た
い
い
。
マ

マ
の
ほ
か
に
バ
ー
テ
ン
の
ト
ン
ち
ゃ
ん
と
。
へ
．
ち
ゃ
ん
と

ミ
ヨ
ち
ゃ
ん
の
か
わ
い
い
女
性
が
二
人
。
中
年
層
の
客
が

多
く
、
こ
の
店
の
モ
ッ
ト
ー
は
〃
ど
ん
な
客
で
も
笑
顔
で

迎
え
、
お
客
も
笑
顔
で
帰
る
″
と
の
由
。
ス
。
ハ
ゲ
テ
ィ

（
三
○
○
円
）
ビ
ー
ル
（
一
一
○
○
円
）
ハ
イ
ボ
ー
ル
（
三

○
○
円
）
特
別
赤
だ
し
（
一
○
○
円
）
と
詣
値
段
も
手

頃
。
つ
き
出
し
に
こ
の
店
独
特
の
〃
温
泉
玉
子
〃
が
う
れ

し
い
。
第
一
、
三
日
曜
が
休
み
。

スタンド

酒自官、司〃
生田区東門筋郵便局前入ルＴＥＬ．⑳- 9 5 3 6

洋品雑貨

サノヘ
生田区元町通２丁目ＴＥＬ．⑬- 4 7 0 4

Ｎ Ｇ．一ナー
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リ
ビ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
の
二
コ
ー

ス
を
開
設
し
た
。
職
業
的
に
も

こ
の
分
野
は
女
性
の
力
を
発
揮

で
き
る
場
で
あ
る
と
、
将
来
は

さ
ら
に
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ

ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ー
ス

も
開
く
予
定
。
教
授
陣
も
学
者

は
勿
論
、
実
際
に
デ
ザ
イ
ン
界
、

実
社
会
で
活
躍
中
の
社
会
生
活

に
密
着
し
た
人
々
を
迎
え
て
い

る
。
女
子
大
学
の
開
学
は
昨
年

来
よ
り
め
ざ
ま
し
い
数
字
を
ふ

せ
た
が
、
よ
り
ユ
ニ
ー
ク
な
短

大
に
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し

☆
兵
庫
県
政
百
年
で

諸
行
事
始
ま
る

兵
庫
県
で
は
、
慶
応
四
年
府

藩
県
三
治
の
制
に
よ
っ
て
兵
庫

県
が
設
置
さ
れ
た
五
月
一
一
十
三

日
（
旧
暦
）
か
ら
か
ぞ
え
て
、

ち
ょ
う
ど
百
年
に
あ
た
る
七
月

二
日
を
、
県
政
百
年
記
念
目
と

決
め
、
政
府
の
明
治
百
年
記
念

式
よ
り
一
足
お
先
に
、
国
際
会

館
で
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
。

豪
雨
の
あ
と
で
、
あ
い
に
く

こ
の
日
も
大
雨
注
意
報
の
発
令

下
。
予
定
よ
り
五
百
人
少
な
い

千
五
百
人
が
、
神
戸
市
の
中
央

記
念
祝
典
に
出
席
し
て
開
か
れ

た
。
出
席
者
は
、
県
下
各
界
代

表
、
県
文
化
賞
受
賞
者
、
県
功

労
、
郷
土
先
覚
者
の
遺
族
、
善

意
の
人
、
外
国
領
事
ら
。

金
井
知
事
、
来
賓
の
柴
田
自

治
省
事
務
次
官
、
左
藤
大
阪
府

知
事
、
原
口
神
戸
市
長
ら
の
お

開学された明石女子短大

１
９０

１

県政百年を迎えた
兵庫県庁

祝
い
の
こ
と
ば
に
続
き
、
会
場

の
灯
り
を
消
し
て
、
県
政
関
係

物
故
者
に
一
分
間
の
黙
と
う
を

捧
げ
た
。
そ
の
後
、
丹
羽
県
会

議
長
が
「
郷
土
の
新
世
紀
へ
の

出
発
に
際
し
、
わ
れ
わ
れ
が
未

来
に
託
し
た
進
歩
と
調
和
の
理

想
は
〃
人
間
性
豊
か
な
共
同
社

会
″
の
実
現
で
あ
る
。
県
政
百

年
を
機
に
、
四
百
四
十
万
県
民

の
結
束
を
固
め
、
積
極
的
に
社

会
運
動
に
参
加
す
る
機
運
を
起

し
、
わ
れ
わ
れ
の
創
造
的
努
力

と
献
身
の
成
果
を
未
来
に
実
ら

せ
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す

る
」
と
の
県
民
宣
言
を
発
表
。

続
く
第
二
部
で
は
、
大
河
内

東
大
総
長
の
記
念
講
演
と
、
記

念
映
画
の
上
映
が
行
わ
れ
式
典

を
終
っ
た
。

ま
た
兵
庫
県
で
は
七
月
十
二

日
を
中
心
に
〃
い
け
ぱ
な
協
会

展
″
〃
郷
土
画
家
名
作
展
″
な

ど
が
開
催
さ
れ
た
。
な
お
八
月

三
十
日
に
は
外
人
選
手
、
国
内

有
名
選
手
を
招
い
て
〃
六
甲
山

マ
ラ
ソ
ン
〃
も
行
わ
れ
る
。

☆
造
形
力
を
女
子
教
育
に
と

明
石
女
子
短
大
が
開
校

「
現
代
の
要
求
に
応
じ
得
る
女

性
、
教
養
ゆ
た
か
な
個
性
的
な

女
性
、
明
日
の
美
を
創
り
育
て

て
ゆ
く
女
性
を
育
成
す
る
た
め

に
、
造
形
教
育
を
科
学
的
、
体

系
的
、
専
門
的
に
行
な
う
ユ
ニ

ー
ク
な
単
科
大
学
で
あ
り
た

い
」
と
い
う
目
標
を
も
っ
て
、

こ
の
ほ
ど
六
月
十
三
日
明
石
女

子
短
期
大
学
が
開
学
さ
れ
た
。

学
長
は
神
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ

ー
女
学
院
禽
長
の
福
富
芳
美
さ

ん
。
理
事
長
は
夫
君
の
福
富
震

一
氏
。
か
ね
て
よ
り
日
常
の
家

庭
生
活
に
女
性
の
デ
ザ
イ
ン
技

術
を
持
ち
こ
ん
で
、
女
性
独
自

の
力
を
充
分
に
発
揮
さ
せ
た
い

と
い
う
念
願
か
ら
、
実
習
面
を

充
実
さ
せ
た
服
飾
デ
ザ
イ
ン
と
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誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
は
〃
精
神

薄
弱
児
（
者
）
に
正
し
い
理
解
と
愛
情

を
〃
を
モ
ッ
ト
ー
に
発
足
し
、
全
国
各

地
か
ら
の
善
意
に
支
え
ら
れ
て
展
開
し

て
い
る
運
動
で
す
。
誰
に
で
も
年
に
一

度
め
ぐ
っ
て
く
る
誕
生
日
を
機
会
に
、

心
身
と
も
に
健
康
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
感
謝
し
、
精
神
薄
弱
児
（
者
）
へ

の
あ
た
た
か
い
思
い
や
り
の
心
を
か
よ

わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
具
体
的
に

は
、
誕
生
日
の
お
祝
い
の
中
か
ら
意
識

的
に
一
○
○
円
を
節
約
し
、
献
金
す

る
。
そ
れ
が
「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運

動
」
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
財
政
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
（
自
発
的
奉
仕
者
）
に
よ

っ
て
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
部
で

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
会
（
勉
強

会
）
を
設
け
て
、
精
神
薄
弱
に
つ
い

て
、
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
つ
い
て
知
識
の
交
換
、
話
し
合
い

を
行
い
共
に
学
ぼ
う
と
七
月
か
ら
会
を

開
い
て
お
り
ま
す
。
精
薄
問
題
に
、
あ

る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
を

お
も
ち
の
方
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

又
、
毎
年
九
月
は
「
精
神
薄
弱
者
愛

護
月
間
」
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ

で
本
連
動
で
も
、
例
年
精
神
簿
弱
問
題

を
ふ
ん
な
の
問
題
と
し
て
、
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
集
い
を
開
い
て
き

ま
し
た
。
今
年
も
、
第
三
回
目
の
「
誕

生
日
あ
り
が
と
う
運
動
の
集
い
」
を
次

の
よ
う
な
要
領
で
開
く
準
備
を
す
す
め

て
お
り
ま
す
。
よ
り
有
意
義
な
会
に
な

る
よ
う
、
す
ば
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時
九
月
十
七
日
（
日
）

午
後
一
時
よ
り

講
師
糸
賀
一
雄
近
江
学
園
長

場
所
農
業
会
館
大
ホ
ー
ル（三

宮
）

精
神
簿
弱
児
（
者
）
は
、
百
名
中
三

’
四
名
は
必
ず
出
現
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
重
荷
を
背
負
っ
て
苦
し
ん
で
お

ら
れ
る
方
灸
に
、
健
康
な
私
た
ち
一
人

一
人
が
正
し
い
理
解
と
愛
情
を
そ
そ
ぎ

た
い
も
の
で
す
。
ご
連
絡
は
、

神
戸
市
長
田
区
前
原
町
一
ノ
ー

神
戸
市
立
室
内
小
学
校
⑧
ご
旨
・
呂
届

､

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動
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｢ 祭｣ をp 煮奏する神戸大和楽の会

〃
夜
の
一
一
一
宮
″
を
健
全
に
と
、
る
新
し
い
楽
派
。
故
大
倉
喜
七
の
う
ら
話
も
書
か
れ
、
「
え
ら
い

生
田
保
安
課
営
業
課
の
操
次
長
郎
氏
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
や
っ
ち
ゃ
列
伝
」
の
項
で
は
伊

を
招
い
て
総
会
を
尋
フ
ラ
ン
・
ド
の
。
当
日
は
「
河
」
「
た
け
く
藤
博
文
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ピ
コ
、

ゥ
・
プ
ラ
ン
で
七
月
一
一
一
日
に
開
ら
べ
』
「
あ
や
め
」
「
お
せ
ん
」
グ
ル
ー
ム
、
モ
ラ
エ
ス
、
水
島

い
た
。
会
長
は
浜
田
富
栄
ハ
ム
な
ど
十
三
曲
が
演
奏
さ
れ
、
一
一
一
錬
也
、
金
子
直
吉
、
今
井
嘉
幸

Ｉ
ン
ラ
イ
ト
Ｖ
副
会
長
高
橋
こ
島
麗
子
さ
ん
と
全
員
合
唱
の
な
ど
神
戸
の
偉
人
伝
を
列
挙
し

ぅ
八
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
Ｖ
浅
木
「
祭
」
で
幕
を
と
じ
た
。
て
、
神
戸
の
歴
史
を
ふ
り
か
え

ト
シ
コ
ハ
北
野
ク
ラ
ブ
Ｖ
さ
出
演
者
に
は
山
下
文
子
。
松
っ
て
い
る
、
神
戸
っ
子
の
必
読

ん
。
他
二
十
名
の
マ
マ
さ
ん
が
本
寿
郎
、
佐
藤
正
敏
、
歌
津
竜
害
と
い
え
よ
う
。

集
ま
っ
て
熱
心
に
風
俗
営
業
に
勝
司
、
歌
し
づ
、
小
泉
栄
子
、
Ｉ
創
元
社
刊
一
一
○
六
頁

つ
い
て
講
義
を
き
い
た
。
近
畿
小
林
太
美
子
、
星
田
承
よ
し
、
一
一
八
○
円
書
店
売
り

垂
計
睡
睡
識
寒
詐
唾
酎
壷
粋
唖
電
砿
羅
』
毒
孔
稚
註
硫
潅
軒
詫
☆
原
清
著
「
素
顔
の
ソ
連
・
東

め
る
夜
の
健
全
営
業
に
と
マ
マ
に
久
し
ぶ
り
に
新
風
を
吹
き
こ
欧
」
出
版
さ
る

さ
ん
た
ち
は
ハ
リ
キ
ッ
テ
い
ん
だ
。
「
大
和
楽
」
関
西
連
絡
朝
日
放
送
専
務
取
締
役
で
あ

る
Ｏ

事
務
所
神
戸
市
生
田
区
中
山
手
る
原
清
氏
の
ソ
連
、
東
欧
旅
行

談
一
催
堂
堂
雲
を
」
と
ノ
ー
“
ヰ
初
め
て
開
か
れ
る
「
神
戸
史
話
」
発
刊

ル
三
宮
の
マ
マ
さ
ん
た
ち
梅
雨
の
六
月
二
十
五
日
。
兵
創
元
社
が
近
代
化
う
ら
話
の

最
近
、
夜
の
三
宮
街
に
深
夜
庫
相
互
銀
行
五
階
ホ
ー
ル
で
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
大
阪
史
話
、

営
業
の
と
り
し
ま
り
が
あ
っ
三
島
麗
子
主
催
の
〃
大
和
楽
の
京
都
史
話
に
続
い
て
〃
神
戸
史

て
、
ヒ
ソ
カ
に
規
制
外
の
深
夜
会
″
が
初
の
演
奏
会
を
開
い
た
話
″
を
落
合
重
信
氏
（
神
戸
市

営
業
を
行
っ
て
い
た
、
悪
質
な
「
大
和
楽
」
は
、
一
中
節
の
伝
史
編
集
室
勤
務
）
と
有
井
基
氏

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、
サ
・
ハ
ー
ク
ラ
統
の
う
ち
に
秘
め
ら
れ
た
日
本
（
神
戸
新
聞
記
者
）
の
共
著
で

ブ
、
ス
タ
ン
ド
な
ど
が
、
警
察
音
楽
の
精
髄
を
取
り
出
し
、
現
発
刊
し
た
。
北
野
町
界
隈
の
ぎ

か
ら
お
灸
を
す
え
ら
れ
新
聞
紙
代
的
な
感
じ
方
の
自
由
な
衣
を
れ
い
な
カ
ラ
ー
カ
雲
ハ
ー
で
、

上
を
に
ぎ
わ
し
た
。
ま
と
わ
せ
て
、
万
人
に
愛
唱
さ
〃
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
の
悲
劇
″

議
蕊
蕊
灘
灘
蕊
蕊
蕊
葺
驚
蕊
譲
れ
る
様
式
を
創
り
出
そ
う
と
す
〃
神
戸
の
米
騒
動
″
〃
川
重
．

た
い
。
八
所
在
地
は
明
石
市
鳥
☆
神
戸
で
三
島
麗
子
主
催
の
通
七
ノ
ー
ノ
三
岡
安
喜
歌
子
方

羽
一
九
八
○
Ｖ
〃
大
和
楽
の
会
″
☆
落
合
重
信
・
有
井
基
共
著
の

☆
「
健
全
営
業
を
」
と
ハ
リ
キ
初
め
て
開
か
れ
る

生
田
社
交
事
業
組
合
で
は 熱心に講義を聞くママさんたち

蕊
鍵
一
一
一
菱
大
争
議
″
〃
昭
和
十
三
年

鋳
騨
の
阪
神
大
水
害
″
な
ど
を
「
ミ

鯵
百
店
会
だ
よ
り
麺

ナ
ト
の
町
の
騒
動
記
」
の
項
で

ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
「
で

き
て
び
っ
く
り
物
語
」
と
題
し

て
〃
神
戸
築
港
″
〃
マ
ッ
チ
〃

″
一
美
山
登
山
″
〃
ヤ
ミ
市
″
な
ど

瀧蕊篭灘識

☆
〃
中
川
衣
裳
店
″
で
は
、
八
月
六
日

十
時
’
六
時
ま
で
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
一
一
階
大
ホ
ー
ル
で
、
秋
の
新
作
婚
礼

衣
裳
の
展
示
会
を
催
卸
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
七
月
二
日
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

で
開
い
た
展
示
会
と
同
じ
く
、
ご
婚
礼

の
衣
裳
（
洋
装
、
和
装
と
も
）
を
式
服

か
ら
お
い
る
な
お
し
ま
で
坂
揃
え
て
展

示
。
一
般
の
方
の
ほ
か
、
こ
の
秋
結
婚

さ
れ
る
方
を
特
に
ご
招
待
し
て
秋
ま
で

の
準
備
に
と
い
う
も
の
。

☆
同
じ
く
〃
つ
る
や
貸
衣
裳
店
〃
で
は

〃
秋
の
新
作
ご
婚
礼
衣
裳
展
示
会
〃
を

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
一
一
階
大
ホ
ー
ル

で
開
き
ま
す
。
時
間
は
十
時
か
ら
六
時

ま
で
。

☆
呉
服
の
店
〃
ち
ん
が
ら
屋
″
で
は
、

八
月
一
一
十
八
日
二
十
九
日
の
二
日
間
、

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
一
一
階
ホ
ー
ル
で

〃
恒
例
の
一
一
十
八
回
秋
の
珍
趣
会
″
を

催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
日
本
の
芸

能
」
で
、
能
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
た
色
と

め
袖
、
黒
と
め
袖
、
帯
を
展
示
。
日
本

の
伝
統
芸
術
の
落
ち
着
い
た
ム
ー
ド
を

呉
服
に
と
り
入
れ
よ
う
と
す
る
独
創
的

な
試
承
。

ま
た
九
月
十
二
、
十
三
、
十
四
日
の

三
日
間
、
東
京
日
比
谷
の
日
本
生
命
会

館
七
階
、
国
際
会
議
場
で
も
同
じ
く
秋

の
珍
趣
会
を
催
し
ま
す
。
、

☆
〃
寿
本
舗
″
で
は
、
八
月
末
〆
切
で

〃
寿
夏
休
承
お
楽
し
承
プ
レ
ゼ
ン
ト
〃

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
・
中

・
高
校
在
学
中
の
方
を
対
象
と
し
た
絵

を
募
集
し
て
い
る
も
の
で
、
優
秀
作
品

に
は
小
・
中
・
高
校
生
各
一
名
ず
つ
に

カ
メ
ラ
を
。
佳
作
に
は
各
三
名
ず
つ
に

絵
具
セ
ッ
ト
を
贈
呈
。
入
選
作
品
は
九

月
十
五
日
よ
り
末
日
ま
で
寿
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
展
示
し
ま
す
。
応
募
は
お
近
く
の

寿
本
舗
へ
。

☆
お
く
や
承
元
町
二
丁
目
に
あ
る

洋
品
雑
貨
の
店
〃
サ
ノ
ヘ
〃
の
社
長
さ

ん
、
佐
野
平
吉
氏
は
、
去
る
七
月
五
日
、

午
後
十
時
二
十
五
分
八
十
一
才
の
高
齢

を
も
っ
て
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
道

一
筋
に
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
代
を

生
き
て
こ
ら
れ
た
社
長
さ
ん
に
は
、
一

つ
の
風
格
が
感
じ
ら
れ
た
の
で
す
が
。

謹
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

夕
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と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
鮮
か
な
積
極
的
に
や
っ
て
い
こ
う
、
ま

赤
い
色
こ
そ
、
ほ
ん
と
の
ソ
連
た
、
多
く
の
人
食
に
支
持
さ
れ

の
赤
い
旗
の
色
だ
と
、
著
者
は
る
良
い
作
品
を
創
っ
て
い
こ
う

感
じ
入
る
。
と
、
四
月
に
結
成
さ
れ
た
も
の

又
、
東
欧
諸
国
に
秘
め
ら
れ
で
、
構
成
メ
そ
く
－
は
、
劇
団

た
暗
い
歴
史
の
跡
は
、
現
在
も
道
化
座
、
労
音
合
唱
団
、
貞
松

根
強
く
、
高
ま
る
反
ソ
熱
と
な
・
浜
田
ハ
レ
エ
団
、
劇
団
四
紀
会

っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
五
団
体
。
お
互
い
の
交
流
に

話
等
、
著
者
も
述
べ
て
い
る
よ
よ
っ
て
理
解
と
信
頼
を
深
め
、

う
に
〃
色
の
つ
い
て
い
な
い
″
学
び
合
い
、
お
互
の
力
を
結
集

現
地
報
告
を
書
い
て
い
て
興
味
し
て
、
地
方
文
化
の
保
護
育
成

深
い
読
物
と
な
っ
て
い
る
。
に
つ
と
め
、
八
新
し
い
芸
術
、

Ｉ
牧
羊
社
発
行
五
○
○
円
文
化
を
つ
く
る
ｖ
た
め
に
、
公

☆
八
神
戸
．
新
し
い
芸
術
文
化
演
創
造
活
動
を
行
う
こ
と
を
目

を
育
て
る
会
Ｖ
第
一
回
公
演
的
と
し
て
い
る
。

七
月
三
、
四
日
の
二
日
間
、
神
今
回
は
、
誕
生
以
来
は
じ
め

戸
海
員
会
館
に
て
、
「
新
し
い
て
の
合
同
公
演
だ
っ
た
が
そ
れ

芸
術
文
化
を
育
て
る
会
」
（
実
ぞ
れ
、
各
団
体
の
個
性
を
生
か

行
委
員
長
、
夏
目
俊
二
）
の
第
礼
嘩
罫
池
ご
趨
歌
詐
紳
娠
渉
蜘

舎
姻
必
率
癖
催
搾
耐
錘
鑓
緯
画
帳
雄
が
毒
紳
蜘
畦
諦
平
碓
斯
必

嬬
鑑
術
諦
趣
応
需
確
虹
唾
小
垂
拝
誕
創
郵
拙
血
極
塾
葎
鯖
型
陸

化
団
体
が
集
ま
っ
て
、
将
来
の
て
、
今
後
も
芸
術
活
動
を
続
け

新
し
い
芸
術
づ
く
り
の
活
動
を
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

、
８
１
日
０
１
１
０
０
ｉ
０
８
０
０
０
１
１
ｌ
ｌ
Ｂ
Ｉ
Ｉ
０
Ｈ
Ｈ
ｈ
■
０
０
８
６
０
６
９
０
０
０
■
８
０
日
■
Ｏ
８
Ｋ
８
Ｉ
ｒ
Ｉ
０
８
０
日
日
８
１
１
８
８
５
０
１
１
日
■
０
１
１
■
■
０
１
９
■
Ｕ
０
ｌ
Ｔ
２
６
６
１
Ｉ
ｆ
６
■
Ｏ
１
ｊ
Ｉ
ｌ
Ｏ
０
も
Ｏ
０
１
１
１
ｆ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
む

う
な
惨
事
が
起
っ
て
い
る
シ
」
け
だ
が
、
一
」
の
よ
う
な
て
い
》

と
で
あ
る
。
た
ら
く
で
は
災
害
を
防
ぐ
た
一

い
ち
ば
ん
ひ
ど
い
の
は
字
め
の
都
市
整
備
に
手
ぬ
か
り
一

治
川
附
近
で
あ
る
。
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
一

昭
和
十
三
年
の
災
害
か
ら
い
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
だ
一

三
十
年
の
年
月
を
経
て
、
都
ろ
う
。

市
整
備
も
ず
い
分
進
ん
で
い
宇
治
川
・
北
長
狭
通
周
辺
一

た
は
ず
で
あ
る
の
に
同
じ
場
と
い
え
ば
神
戸
の
中
央
地
帯
一

所
で
同
じ
よ
う
な
災
害
が
起
に
な
る
。
こ
の
中
央
地
帯
が
一

る
の
は
何
と
も
理
解
の
し
よ
〃
あ
か
ん
〃
と
い
う
こ
と
は
一

う
が
な
い
。
宇
治
川
の
ひ
と
お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
。
》

り
の
市
民
が
あ
き
ら
め
た
よ
都
市
計
画
で
は
ア
イ
デ
ィ
ー

う
な
口
調
で
「
や
っ
ぱ
り
こ
ア
市
長
と
し
て
全
国
に
知
ら
一

の
辺
は
あ
か
ん
の
や
る
か
」
れ
て
い
る
、
原
口
市
長
に
一

と
い
っ
て
い
た
。
〃
風
水
害
に
は
絶
対
強
い
神
霊

な
る
ほ
ど
〃
災
害
は
忘
れ
戸
″
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
一

た
こ
ろ
に
や
っ
て
来
た
″
わ
も
ら
い
た
い
。
八
Ｙ
Ｖ
－

昭
和
十
三
年
の
再
現
・

降
雨
量
は
昭
和
十
三
年
の

大
風
水
害
を
こ
え
る
ほ
ど
で

あ
っ
た
と
い
う
、
こ
ん
ど
の

水
害
禍
で
あ
っ
た
が
、
驚
い

た
こ
と
は
、
例
の
昭
和
十
三

年
の
風
水
害
の
と
き
と
全
く

同
じ
地
点
で
殆
ん
ど
同
じ
よ

’
9２

の
記
録
、
印
象
記
が
「
素
顔
の

ソ
連
・
東
欧
」
と
題
し
て
出
版

さ
れ
た
。

著
者
は
、
一
九
六
五
年
の
七

月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
放
送

人
の
代
表
の
一
人
と
し
て
、
ソ

連
、
東
欧
十
カ
国
、
二
十
都
市

を
訪
問
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
諸
国

の
現
実
の
姿
を
、
新
聞
記
者
出

身
の
目
と
ペ
ン
で
綴
っ
て
い

る
。
ソ
連
の
人
た
ち
は
赤
い
色

が
好
き
で
あ
る
。
南
グ
ル
ジ
ヤ

地
方
に
産
す
る
酒
か
ら
、
食
堂

の
ジ
ュ
ー
ス
、
は
て
は
ホ
テ
ル

の
石
け
ん
に
い
た
る
ま
で
赤
が

使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
日
本

の
赤
旗
の
暗
く
陰
惨
な
、
暗
紅

色
と
違
っ
て
、
ソ
連
人
の
好
む

赤
色
は
、
鮮
か
な
赤
色
で
あ
る

花時計

☆
戻
○
開
国
ム
ー
ビ
ー
コ
ｉ
ナ
ー

ジ
ュ
リ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
が
、

「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
」
「
メ
リ
ー
・
ポ
ピ
ン
ズ
」
に
続
い

て
主
演
す
る
絢
燭
豪
華
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
巨
編
「
モ
ダ
ソ
ミ
リ
ー
」
。

神
戸
っ
子
七
月
号
、
淀
川
長
治
氏
の

「
神
戸
と
映
画
」
で
紹
介
ず
柔
だ
が
、

い
わ
ゆ
る
、
婦
人
参
政
権
が
呼
ば
れ
、

ジ
ャ
ズ
が
流
行
し
は
じ
め
た
一
九
二
○

年
代
、
断
髪
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
が
突
飛
な

服
装
で
歩
き
回
っ
て
い
る
、
古
き
良
き

時
代
の
音
楽
喜
劇
で
あ
る
。

元
気
い
っ
ぱ
い
で
怖
い
も
の
し
ら

ず
、
超
積
極
的
で
、
気
取
り
屋
の
は
ね

っ
返
り
娘
ミ
リ
ー
（
ジ
ュ
リ
ー
・
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
ス
）
が
、
カ
ン
サ
ス
州
か
ら

は
る
ば
る
一
三
Ｉ
ヨ
ー
ク
に
や
っ
て
来

た
。
彼
女
の
狙
い
は
、
い
き
な
独
身
者

の
社
長
。

と
こ
ろ
が
彼
女
が
目
を
つ
け
た
若
き

ハ
ン
サ
ム
な
社
長
（
ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ビ

ン
）
は
、
い
っ
こ
う
に
か
ま
っ
て
く
れ

な
い
。
そ
こ
へ
女
優
志
願
の
金
髪
娘
ド

ロ
シ
ー
（
メ
リ
ー
・
タ
イ
ラ
ー
・
ム
ー

ア
）
が
加
わ
り
、
ミ
リ
ー
に
す
っ
か
り

の
ぼ
せ
上
っ
て
し
ま
う
男
性
が
現
わ

れ
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ご
た
ご
た
が

始
ま
る
の
だ
が
…
…

そ
し
て
、
や
が
て
奇
想
天
外
な
フ
ィ
ナ

ー
レ
と
な
る
．
．
…
．
。
☆
☆
☆

神
戸
っ
子
愛
読
者
の
方
に
、
Ｏ
Ｓ
ロ

ー
ド
シ
ョ
ー
劇
場
特
別
試
写
会
に
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。
十
日
ま
で
に
、
葉
書

に
、
住
所
・
氏
名
・
年
令
に
、
「
Ｏ
Ｓ

ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
劇
場
試
写
会
申
し
込

桑
」
と
ご
記
入
の
上
、
神
戸
っ
子
編
集

部
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

抽
選
で
毎
月
十
名
様
に
特
別
試
写
券

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
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こんにちはノブですseがsｕ＄
アナタのクラブアナタのいこいの場

《ノブ＊クラブ霞》
" ＭＹＰＡＣＥＩＮＰＬＡＩＮＷＡＹ”
《ノブ＊クラブ》は、洋酒とお食事のスタンドです
早は＞ノブ＜ひとりだけ………
含同志心ゆくまでくつろいで戴けたら
と思っています。もちろん時にはアナタの素敵
なメッチェンもお連れになって下さい。その時は
＞おとなしいノブ令＜になっていますワ

４

鍵鍵灘騨

『 可

灘

碍障

溺驚〃議錐・為 伊
露

鴬
蕊

〃*Ｃﾉ"ら

メンノ．ざ－になられたら
＊毎月の会彊 R は不要です＊毎土曜日はスペシャルサービス……
営業時間Ｐ. Ｍ､ ５: ００～Ａ, Ｍ､ ２: ００( ＡＭより魅力音楽をﾗ 寅奏）
ビールイ寸出しつき￥２００その他カバーチャージは一切不要

9３

ノブ＊クラブ( 三輪信枝) ＝ノブ興業株式会社チェーン
神戸市生田区北長狭通り１丁目４１生田新道

< チェリービル３Ｆ＞ＴＥＬ＜３９＞２１７３
女市妹店お茶漬の店．宮城 " 同様可愛がって下さいませ

Ｇご●貝群

繍驚
夕

隼

功

生 田東門筋
ゼウス街
ＴＥＬ＜3 9 ＞０５１６

鶴
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－

■

色

9４

暑
中
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

▲
夏
は
ス
タ
ミ
ナ
料
理

神
戸
肉
を
や
い
て
…
…
野
菜
を
た
っ
ぷ
り

食
事
付
一
、
三
０
０
円

▲
器
の
つ
さ
、
ノ
△
玄

川
瞳
栂
の
席
料

珍
味
理七

品
付
一
、
一
一
一
０
０
円

一遜ノ
御
料
理
と

御
泊
り
に
唾
》

ノ
ｂ
五
軍
漣
鱒

識

皆
さ
ま
Ⅱ

各
室
、
個
室
．
完
全
冷
一
房
・
岩
風
呂
・
マ
ー
ジ
ャ
ン

缶上川日
の

又
平

神戸三宮生田ノ社ノ西

鰯, ､ 久手
電話・三の宮⑳０９３５

味
が
い

一つ

ぱ
い

I）
ん

や一

）

酢
の

蜂
蜜
と
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名
神
高
速
道
路
が
開
通
し
て
か
ら
一
年
間
ほ
ど
は

コ
ソ
虫
や
、
小
鳥
な
ど
が
、
自
動
車
の
前
面
ガ
ラ
ス

に
よ
く
ぶ
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
年

以
上
た
つ
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
珍
し
く
な
っ
た
。

新
ら
し
く
開
通
し
た
パ
イ
。
ハ
ス
道
路
も
同
じ
で
、

虫
や
鳥
だ
け
で
な
く
、
人
間
も
よ
く
交
通
事
故
に
あ

っ
て
い
る
。

知
能
の
非
常
に
低
い
虫
類
で
さ
え
、
危
険
な
道
路

を
、
ど
う
い
う
方
法
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
仲
間

や
、
子
孫
に
知
ら
し
て
い
る
。
ま
し
て
人
間
が
同
じ

道
路
で
、
何
年
た
っ
て
も
交
通
事
故
が
減
ら
な
い
と

い
う
の
は
お
か
し
い
。
行
政
区
域
と
い
う
の
は
、
大

き
な
川
な
ど
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
が

こ
れ
と
同
じ
幹
線
自
動
車
道
路
が
つ
け
ら
れ
た
ら
、

学
校
の
校
区
だ
と
か
、
町
名
な
ど
を
わ
け
て
、
人
の

行
き
来
を
少
な
く
し
な
け
れ
ば
、
人
間
が
虫
よ
り
劣

る
生
物
に
な
っ
て
し
ま
う
。
と
も
か
く
、
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
新
ら
し
い
道
路
は
用
心
の
上
に
用
心
を
重
ね

て
走
る
以
外
に
手
は
な
い
。

く
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

１
９５

１

か
く
て
取
り
締
り
を
す
る
の
は
ヒ
キ
ョ
ウ
だ
と
文

（
自
動
車
評
論
家
）

Ｐ

☆
縦
の
木
学
園
二
周
年
「
年
輪
祭
」
開
く

ド
ラ
イ
バ
ー
メ
モ

霧

鱗ii;鶏鱗
のチャリティショーを開いた前夜祭ゆ環バレエ団フラメンコ⑤｢ 雪の少女」を演ずる人見理子・森秀人

精
神
薄
弱
児
施
設
「
神
戸
縦
の
木
学
園
」

が
、
園
長
の
坂
下
茂
己
氏
な
ど
の
尽
力
に
よ

っ
て
神
戸
市
垂
水
区
神
出
南
六
一
六
八
電
神

出
二
六
四
Ｖ
に
建
設
さ
れ
て
二
年
。
こ
の
ほ

ど
そ
の
一
一
周
年
前
夜
祭
が
神
戸
新
聞
会
館
七

・
八
階
で
、
七
月
一
日
に
、
ま
た
二
日
に
は

年
輪
祭
が
神
出
の
同
学
園
内
で
開
か
れ
た
。

前
夜
祭
に
は
、
上
月
倫
子
バ
レ
ー
研
究
所

の
バ
レ
エ
、
向
田
俊
博
と
関
西
フ
ラ
メ
ン
コ

ギ
タ
ー
合
奏
団
に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
、
環
バ

レ
エ
団
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
ま
た
劇
団
新

春
座
新
刀
会
の
殺
陣
、
森
秀
人
さ
ん
の
演
出

で
劇
「
雪
の
少
女
」
が
上
演
さ
れ
た
。
最
後

に
縦
の
木
学
園
生
徒
作
品
と
来
会
者
後
援
会

員
の
寄
贈
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
が
入

札
で
開
か
れ
た
。
八
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
似

顔
絵
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
が
春
山
正
、

高
橋
孟
、
寺
尾
竹
雄
氏
に
よ
っ
て
展
示
即
売

さ
れ
た
。

翌
日
二
日
も
昨
日
か
ら
の
雨
模
様
だ
っ
た

が
神
出
の
同
学
園
へ
村
中
の
人
点
が
年
輪
ま

つ
り
を
祝
っ
て
手
伝
い
に
集
っ
て
来
た
。
模

擬
店
づ
く
り
や
、
獅
子
舞
い
を
踊
っ
て
お
祭

り
ム
ー
ド
を
出
せ
ば
、
神
戸
か
ら
の
応
援
組

の
森
秀
人
、
久
次
米
千
秋
、
寺
尾
竹
雄
、
木
村

憲
吾
、
人
見
理
子
さ
ん
な
ど
、
ま
た
上
月
倫

子
善
ハ
レ
ー
研
究
所
の
面
交
と
新
春
座
新
刀
会

メ
ン
バ
ー
福
岡
康
年
君
の
手
品
な
ど
に
よ
っ

て
園
児
と
の
楽
し
い
交
歓
会
が
開
か
れ
た
。

同
学
園
で
は
、
卒
業
生
の
コ
ロ
ー
ー
ー
建
設

の
夢
を
め
ざ
し
て
三
年
目
の
一
歩
を
ふ
み
だ

し
た
。

口 ●
神
戸
っ
子

紳
士
の
国
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
も
っ
と
も
効
果
の
あ

っ
た
自
動
車
事
故
防
止
対
策
は
、
お
ま
わ
り
さ
ん
を

う
ん
と
動
員
し
て
立
番
さ
せ
た
地
帯
で
あ
っ
た
と
か

見
え
な
か
っ
た
ら
違
反
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

お
ま
わ
り
さ
ん
の
方
が
ヒ
レ
ッ
な
の
か
？
ド
ラ
イ
バ

一
時
停
止
の
所
や
、
踏
承
切
り
で
、
お
ま
わ
り
さ

ん
が
物
か
げ
に
立
っ
て
い
て
、
違
反
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
を
検
挙
し
た
ら
「
キ
タ
ナ
イ
取
り
締
り
だ
」
と
よ

Ｉ
の
方
が
キ
タ
ナ
イ
の
か
？
判
定
に
苦
し
む
。

☆
ど
ち
ら
の
方
が
悪
い
の
だ
ろ
う

お
ま
わ
り
さ
ん
の
姿
が
見
え
た
ら
法
規
は
守
る
が

句
を
言
う
前
に
、
警
察
官
が
い
よ
う
と
、
い
ま
い

と
、
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
、
法
規
を
守
っ
て
運
転

す
る
の
が
、
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
で
は
な
か
ろ
う

カコ
０ ☆

虫
よ
り
劣
る
人
間
川
口
陽
之
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非
情
／
・
市
ケ
原
山
津
波
に
あ
う

来
住
邦
男

一
一
一
一
九
・
四
少
の
豪
雨
を
降
ら
せ
た
翌
朝
午
前
四
時
Ｉ
布
引
山

中
の
市
ケ
原
に
登
っ
た
。

塩
原
学
園
か
ら
の
登
山
道
は
布
引
貯
水
場
あ
た
り
か
ら
ズ
タ
ズ

タ
。
電
柱
が
倒
れ
、
ド
ロ
土
に
足
が
ヒ
ザ
ま
で
く
い
込
む
。
現
場

水
害

特
集

「
四
十
一
一
年
集
中
豪
雨
」
神
戸
を
襲
う

’
9６

句

西
日
本
に
停
滞
し
た
梅
雨
前
線
は
、
台
風
７
号
く
ず
れ
の

低
気
圧
に
刺
戟
さ
れ
て
荒
れ
狂
い
、
七
月
九
日
朝
か
ら
十
日

に
か
け
、
西
日
本
各
地
は
激
し
い
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

た
。
こ
の
た
め
西
日
本
で
は
、
が
け
く
ず
れ
や
土
砂
く
ず

れ
、
山
津
波
や
河
川
の
は
ん
乱
が
相
次
ぎ
、
生
埋
め
事
故
が

続
出
、
死
者
、
行
方
不
明
約
三
百
人
と
い
う
大
き
な
被
害
を

出
し
た
。

兵
庫
県
下
も
九
日
朝
か
ら
の
雷
を
と
も
な
っ
た
断
続
的
な
豪

雨
で
、
神
戸
市
を
中
心
に
阪
神
間
に
か
け
、
大
き
な
被
害
を

出
し
た
。
神
戸
市
の
降
雨
量
は
、
九
日
午
前
九
時
か
ら
十
日

午
前
零
時
ま
で
に
三
○
一
今
か
と
、
神
戸
海
洋
気
象
台
は
じ
ま

っ
て
以
来
の
最
高
記
録
。
市
内
の
各
河
川
が
象
る
承
る
う
ち

に
増
水
、
は
ん
ら
ん
し
、
濁
流
が
市
街
地
を
洗
い
、
生
田
区

で
は
四
階
建
て
の
ビ
ル
が
倒
壊
し
た
。
タ
ク
シ
ー
も
市
電
も

い
た
る
と
こ
ろ
で
立
往
生
。
国
鉄
、
私
鉄
、
バ
ス
も
不
通
。
兵

庫
県
下
の
死
者
二
十
人
、
行
方
不
明
四
十
二
人
（
七
月
十
日

現
在
）
・
神
戸
市
で
こ
ん
な
大
被
害
を
出
し
た
水
害
事
故

は
、
昭
和
十
三
年
以
来
の
こ
と
。
戦
後
最
大
で
あ
っ
た
。
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ザ
，
し

カメラ／谷口正雄く市ケ原の現場＞

へ
－
市
ヶ
原
部
落
憾
跡
か
た
も
な
か
っ
た
。
登
山
者
に
親
し
ま

れ
た
桜
茶
屋
は
ど
こ
へ
行
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
神
戸
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
六
番
ホ
ー
ル
を
起
点
に
し
た
、
長
さ
百
二
十
勝
、
幅
五
十

筋
の
山
津
波
が
も
の
す
ご
い
シ
メ
跡
を
残
し
、
練
っ
た
壁
土
の
よ

う
な
ド
ロ
が
谷
間
を
埋
め
て
い
た
。
ダ
ン
プ
九
千
台
分
の
土
砂
で

あ
る
。山

を
愛
し
、
山
を
け
が
す
心
な
い
ハ
イ
カ
ー
を
ど
な
り
散
ら
し

た
が
ん
固
も
の
の
桜
茶
屋
主
人
森
岡
茂
さ
ん
（
七
六
）
は
こ
の
土

の
中
に
い
る
。
市
ケ
原
駐
在
所
の
打
越
糸
子
さ
ん
（
三
八
）
双
子

の
姉
妹
紀
子
ち
ゃ
ん
、
昭
子
ち
ゃ
ん
（
八
つ
）
も
１
．
部
落
二

十
一
人
が
と
じ
込
め
ら
れ
た
ま
ま
だ
。
兵
庫
県
警
機
動
隊
が
早
朝

か
ら
発
堀
作
業
を
始
め
、
や
が
て
駐
在
所
跡
か
ら
紀
子
ち
ゃ
ん
ら

の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
出
て
き
た
。

『
オ
ー
イ
、
オ
ー
イ
』

打
越
巡
査
が
小
さ
な
声
で
ド
ロ
の
中
へ
呼
び
か
け
た
。
く
り
返

し
、
く
り
返
し
呼
び
続
け
る
打
越
さ
ん
は
昨
晩
か
ら
の
救
出
作
業

で
疲
れ
切
っ
て
い
た
。
涙
は
枯
れ
果
て
た
の
か
、
無
表
情
だ
。

山
津
波
ば
人
災
ｌ
の
ケ
ー
ス
が
多
い
．
こ
ん
ど
の
場
合
も
山

腹
を
え
ぐ
っ
た
よ
う
に
切
り
開
い
た
個
所
か
ら
山
津
波
が
起
き
て

い
る
。
田
中
茂
神
戸
大
教
授
は
指
摘
し
た
。

『
表
面
張
力
で
も
っ
て
い
た
斜
面
が
開
発
と
瞬
間
的
な
豪
雨
に

よ
っ
て
も
ろ
く
も
く
ず
れ
た
』

市
ケ
原
だ
け
で
は
な
い
。
有
馬
街
道
も
丸
山
も
神
電
沿
線
も
同

じ
よ
う
に
〃
暴
れ
ん
坊
六
甲
山
″
に
痛
め
つ
け
ら
れ
、
百
万
立
方

筋
の
土
砂
と
濁
流
に
百
人
を
越
え
る
人
々
が
押
し
流
さ
れ
た
。
県

や
市
は
昭
和
十
三
年
の
大
水
害
以
来
砂
防
え
ん
堤
、
河
川
の
改
修

は
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
だ
が
、
斜
面
の
街
、
神
戸
は
ど
ん
な
に
防
備

を
し
て
も
鉄
砲
水
の
脅
威
に
は
無
抵
抗
だ
。
宅
地
や
ゴ
ル
フ
場
の

開
発
が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。

昭
和
十
三
年
の
教
訓
は
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
市
ヶ
原
を
下
る

と
き
、
遺
族
の
一
人
が
怒
り
を
ぶ
ち
ま
け
た
言
葉
が
い
ま
だ
に
頭

か
ら
は
な
れ
な
い
。

『
山
は
屋
根
や
。
屋
根
の
下
に
は
人
が
い
っ
ぱ
い
住
ん
ど
る
の

や
ｌ
」
八
神
戸
新
聞
記
着
Ｖ

１
９７

１
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匂

口

9８
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R

9９

可

水 害
霊簿．
蕊蕊

漁

鶏鳴灘

ゲラフ

①がけくずれでアパートもグシャリ。不安と恐' 怖に
包まれた兵庫区里山町。死者一名を出すｏ

②変わり果てた無' 惨な姿の宇治川商店街
峠ビル（４階建て）も倒壊したｏ

③ビルはコナゴナ、地面には大アナ
災害の激しさを物語る。

④刻々と水カサを増しいてく新湊川
ゴーゴーと流れる濁流をドシャ降りの中で見守る
住民たち（長田区五番町にて）

⑤ドロ水に埋まった生田区宇治川商店街
住民総出で防備作業にあたっている。

⑥濁流で自動車もトラックも埋まった
土砂と流木がいっぱいの山本通り。

⑦ドロの奔流に洗われた住宅街北野町
坂道を大きな石と泥水が滝となって流れる

卜
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ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれをノ

三恵洋服店

紳士洋品の店
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ザ〃へ 元町２丁目
⑬４７０７～８

高級紳士服専門店

神戸テーラー
さんちかメンズタウンT E L ⑳0 3 8 8
生田区北長狭通２( 阪急西口）T E L ⑬2 8 1 7 . 3 1 7 3

末績梨

鱗蕊鍵蕊

額

世界の品々は
サノヘでお選
びください。

き

／
鍔

三難蕪篤鮪

総議鱗鍵繍議繍; 鱗i 鱗繍i 繍繍；

三宮・大丸北
トア・ロード
⑬1 3 0 9 . 6 2 3 4

額橡絵画・洋画材料
室内工芸品

昼

■

1０１
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1０２

創雲鯛瀧十患琴

雇雲物の山下
古ぃ老舗に紛卯セシズ

卓

神戸三宮センター街
ＴＥＬ⑲０２５６

確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店大上鞄店。いなみ

元町通１丁目ＴＥＬ３３．３９６２
さんちかメンズタウンＴＥＬ３９．４６２７

で
ん
わ
⑬
三
七
七
一

三
一
○
八

や
っ
ぱ
り
う
ま
い

灘転撮: や葎マ虹示或兼一貫緒に遊嬢罫γ

0０９０

０７６８

４９６９

#､4５

む
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し
の
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ん
か
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神戸市葺合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ（2 2 ）８１６１．８３６１

ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

高級きものとおび
しみぬき・活;洗享専門店

美しさを保つ
スポーツに

美容に

⑲現代の科学が生んだ 平野
コンタクトレンズ , つ3 や家潅

国際コンタクトレンズ研究所 兵庫区神田町１２５
(家庭裁判所前東１丁）
ＴＥＬ⑭６９３２

■

灘の生一本

本店＝大橋町５大五ピル（6 1 ）０５５３－４
新開地店＝松竹座前（ 5 6 ）２４２３
元町店＝元町６（ 3 4 ）４１３０
きんちかスイーツタウン（3 6 ）３６２５

酒徒を泣かせる

コクのある酒

火 黒奥宗
長崎堂：本店

号青酒 ご贈答に風味豊かなカステーラ
1０３
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Ａ､ Ｍ、１１．３０～Ｐ. Ｍ、９

壱
蕊
禁
漁

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑳
５
２
３
３

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑬
５
７
７
２

羽双笹獄I ■廟診
早

子至型ルート・韓翫診壷＝
神戸本社神戸市生田区三富町1 丁目1 7 0 電話3 3 - 5 3 0 4
神戸直売店神戸市生田区三宮町１丁目電話3 3 - 1 2 1 7
大阪堺筋店大阪市束区淡路町２丁目電話2 3 1 - 6 9 7 9
大阪心斎橋店大阪市南区安堂寺橋通４丁目電話2 5 1 - 4 1 8 2
束京銀座店東京都中央区銀座８丁目電話5 7 1 - 2 3 0 3
京京新宿店東京都新宿区角筈１丁目．

新宿ステーショピル地下２階電話3 5 2 - 2 4 3 6
東京有楽ビル店東京都有楽I H T 有豪ピル電話2 1 3 - 2 8 2 1
東京国際ビル店東京都丸ノ内国際ピル電話2 1 2 - 3 7 4 6

（
毎
週
月
曜
日
休
み
）

５
６
７
４ 営薬時間

嬉瀞剛紛
瓦せんくい

ツ欧風煎餅

クリームハッピー
クレームパピロン

創業明治６年

韮弁雀瀧本寿
本店神戸元町迦６丁目浜側、０００６（⑭０１５１

辛のれん街、近鉄百貨店、松坂屋百貨店東京／、

洋酒の店

角

1０４
小川深雪
阪急西口下る京町筋
ＴＥＬ〈3 9 ＞１４１３
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１編恥

1０６

洋酒の店キャンテイ

（h i q n廿ｉ
榊晴夫ＴＥＬ( 3 9 ) ３０６０

２１３ＫＩＴＡＮＡＧＡＳＡ－ＤＯＲＩＩＫＵＴＡ､ＫＵＫＯＢＥ

ＣＬＵＢ
- 卜F ＝

路
ｑＰ､

清 水よし子
生田区下山手通２丁目ＴＥＬ< 3 9 > 1 5 1 5

夏
乾いた土
乾いた風景

夕ぐれ
さわやかな
ヤング ･ ベルへ

S霊,〃
松田真理子

生田・中山手２丁目８９ＴＥＬ3 3 - 3 0 5 2

■

●
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